
被
災
地
に
心
を
よ
せ
て

わと健康 （２）第４８号へいわ（３） ２０１１年（平成２３年）７月１０日

医療法人 平和会 診療案内

 𠮷𠮷田病院田病院 〈一般外来〉受付時間 午前８：30～11：45 午後13：30～15：30 夜間17：00～19：30

月 火 水 木 金 土

午
前
診
察

内科（予約外） ○ ○ ○ ○ ○ ○

内科（完全予約） ○ ○ ○ ○ ○ ○※１

整形外科（予約制） ○

外科･大腸肛門科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

泌尿器科（予約制） ○ ○ ○

婦人科 ○

健　診 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午
後
診
察

内科（完全予約） ○ ○ ○ ○ ○

婦人科 ○

整形外科（予約制） ○ ○ ○

夜診診察･検査（予約制） ○
※１ 土曜の内科（完全予約）は５週目はありません。

 あやめ池診療所あやめ池診療所  受付時間 午前８：30～11：45 夜間17：00～19：15
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 （精神）
夜　　診 ○ ○（内科･精神科）

〠631－0033　奈良市あやめ池南６丁目１－７　☎0742（45）0460
※精神科は予約制です。

 とみお診療所とみお診療所  受付時間 午前８：30～11：45 夜間17：00～19：15
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 健康づくり外来 ○（2・4）
夜　　診 ○ ○

〠631－0061　奈良市三碓２丁目１－６　☎0742（45）7480
※診察はすべて予約制です。
※当日の予約枠、急患の方の診療枠もありますのでお気軽にお電話いただくか受付にてお申
し出ください。

 ならやま診療所ならやま診療所  受付時間 午前８：40～11：30 夜間17：10～19：15
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ △

午　　後 健　診 　２
（予約制）４

夜　　診 ○ ○

　　〠631－0805　奈良市右京３丁目２－２　☎0742（71）1000
△土曜は第４週、田中医師の思春期外来(完全予約制）のみです。
※婦人科の診察、検診は月水金の午後か、金曜夜間で予約優先（当日予約可）となります。

△
印
＝
土
曜
に
つ
い
て
は
電
話
等
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

 夕陽ケ丘診療所夕陽ケ丘診療所  受付時間 午前８：30～11：45 夜間17：30～19：45

月 火 水 木 金 土
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

夜　　診 ○

〠636－0801　生駒郡三郷町夕陽ケ丘１－40　☎0745（72）9490

 いこま駅前クリニックいこま駅前クリニック  受付時間 午前８：30～11：45 午後13：30～15：30 夜間17：00～19：15

月 火 水 木 金 土
午　　前 ○ ○ 予約検査 ○ ○（内科･精神科）

午　　後 心療内科
夜　　診 ○ ○

〠630－0256　生駒市本町７－10　☎0743（71）7222　※心療内科は予約制
※水曜午前の予約検査は胃カメラ、腹部エコー（予約制）です。

 きたまちクリニックきたまちクリニック  受付時間 午前９：00～12：00 午後14：00～16：00 夜間17：30～19：30

月 火 水 木 金 土
午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 ○ ○ ○

夜　　診 ○

〠631－0817　西大寺北町４丁目４－１　☎0742（48）8255　　
※きたまちクリニックは完全予約制です　　　

〈眼科外来〉受付時間 午前８：40～11：45
月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○（1･3週のみ）

午後（検査予約） コンタクト
（２･４週）

〈精神神経科外来〉受付時間 午前８：30～11：45

月 火 水 木 金 土
午前（予約制） ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後（予約制） ○ ○

〠631－0818　奈良市西大寺赤田町１丁目７－１　☎0742（45）4601

 へいわ鍼灸院へいわ鍼灸院  施術時間　午前９：00～12：00　午後13：00～16：30
　　　　　　　　　　　　 夜間17：00～19：30 ※すべて完全予約制です

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○ ○ × ○ ○

午後 ○ ○ ○ × ○ ○

〠631－0818　奈良市西大寺赤田町１－４－６　☎0742(49)9981

　来年、2012年３月までの期間、ご協力を
呼びかけています。
　６月27日現在
　635件　　336,436,100円

建設協力債にご協力ください！

【事業内容】新精神科病棟の建設・病院内
敷地整備・障害者福祉サービス事業所「ハ
イツ・リベルテ」の移転建築

【種　類】
　１． Ａ型（無利息）５年満期（一口１万円）
　２． Ｂ型（有利息）３年満期　年１％（一

口１万円：一世帯あたり500万円を上限）
　３．募金

𠮷田病院整備事業計画2011𠮷田病院整備事業計画2011
建設協力債の到達建設協力債の到達

　

今
回
の
精
神
科
病
棟

建
設
で
、
築
30
年
の
病

棟
か
ら
快
適
な
入
院
環

境
へ
の
改
善
は
、
本
当

に
長
年
願
っ
て
い
た
こ

と
で
す
。

　

同
時
に
、
長
い
入
院

歴
の
方
も
や
が
て
退
院

で
き
る
よ
う
に
、
根
気

よ
く
努
力
し
ま
す
。
生

活
能
力
と
、
地
域
で
暮

ら
せ
る
術
を
身
に
つ
け

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

作
業
所
や
デ
イ
ケ
ア
、

ヘ
ル
パ
ー
、
保
健
所
や

民
生
委
員
さ
ん
の
サ
ポ

ー
ト
が
必
要
で
す
。
昼

間
の
居
場
所
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
日
々
の
生

活
が
成
り
立
ち
、
仲
間

も
で
き
ま
す
。
安
心
感

や
自
信
を
持
て
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

国
は
精
神
科
退
院
促

進
事
業
と
し
て
自
治
体

の
目
標
を
決
め
、
長
期

入
院
を
是
正
す
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
た
と
え

ば
若
く
し
て
入
院
生
活

に
入
り
、
日
常
生
活
を

知
ら
な
い
方
に
無
理
強

い
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

長
期
に
入
院
し
て
い

た
方
が
、
退
院
を
決
意

す
る
こ
と
は
並
大
抵
の

不
安
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
親
族
は
世
代
も
代

わ
り
、
自
分
を
知
る
人

も
い
な
い
、
初
め
て
の

一
人
暮
ら
し
で
近
所
づ

き
あ
い
か
ら
訪
問
勧
誘

へ
の
対
応
等
々
。

　
「
で
も
、一
生
入
院
を

続
け
る
の
か
？
」「
地

域
で
暮
ら
そ
う
」
そ
の

動
機
付
け
ま
で
、
検
討

会
を
続
け
１
年
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
生
活
訓
練
の
中
で

小
さ
な
変
化
に
気
づ

き
、
ス
タ
ッ
フ
ど
う
し

共
有
し
、
そ
の
方
の
能

力
を
生
か
せ
る
よ
う
に

援
助
し
ま
す
。
作
業
療

法
の
料
理
教
室
で
は
、

主
婦
の
方
が
料
理
の
コ

ツ
を
取
り
戻
し
、
他
の

患
者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ

に
も
教
え
、
そ
れ
が
嬉

し
く
自
信
に
な
っ
て
…

と
い
う
場
面
に
よ
く
出

会
い
ま
す
。

　

そ
し
て
退
院
へ
。
ア

パ
ー
ト
の
大
家
さ
ん
の

理
解
、訪
問
看
護
・
介
護

と
食
事
の
確
保
、
昼
間

の
デ
イ
ケ
ア
は
週
３
回

で
行
こ
う
等
々
、
看
護

の
ふ
ん
ば
り
ど
こ
ろ
で

す
。ご
近
所
で「
あ
の
人
、

一
人
で
笑
っ
て
る
」と

避
け
ら
れ
、
シ
ョ
ッ
ク

で
家
か
ら
出
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

も
今
は
以
前
よ
り
精
神

科
の
敷
居
も
低
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
近
所
づ

き
あ
い
が
無
理
で
も
、

居
場
所
や
仲
間
が
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
ま

す
。
家
族
と
二
人
暮
ら

し
を
始
め
た
あ
る
患
者

さ
ん
は
、
け
ん
か
し
て

は
再
入
院
で
す
が
、
一

度「
退
院
を
経
験
」す
る

と
、
次
か
ら
は
苦
労
な

く
退
院
で
き
て
い
ま
す
。

　

欧
米
の
精
神
科
医
療

で
は
、
入
院
を
減
ら
し

地
域
生
活
へ
、
が
常
識

で
す
。
日
本
で
は
近
年

ま
で
精
神
障
害
者
だ
け

が
障
害
者
手
帳
が
な

く
、
国
際
障
害
者
年
以

後
に
や
っ
と
是
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
の
生
活
の

質
は
、
表
情
に
よ
く
現

れ
ま
す
。
入
院
し
て
い

る
こ
と
自
体
で「
自
閉
」

の
顔
に
も
な
り
、
逆
に

ま
ち
に
出
る
と
、
ま
ち

の
人
ら
し
い
顔
に
な
る

の
で
す
。
そ
の
顔
に
出

会
い
、
私
た
ち
は
「
よ

し
、ま
た
が
ん
ば
ろ
う
」

と
励
ま
さ
れ
ま
す
。

その③

身
近
に
考
え
た
い

身
近
に
考
え
た
い

メ
ン
タ
ル

メ
ン
タ
ル

  

ヘ
ル
ス

ヘ
ル
ス

そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

一
人
ひ
と
り
に

ウキウキ！かんたん！クッキング

　みなさん、こんにちは。　だんだん暑くな
ってきましたが、食欲は順調ですか？
　今回は、夏でも「おいしい！」とパクパク
食べれてしまう、簡単ヘルシーなクッパを紹
介します。
　10分以内に作れて、豪華な気分も味わえま
す。辛さはお好みで調節してくださいね。

第９回 クッパ

《材料》（１人前）
・豚こまぎれ肉（３枚）
・厚揚げ（１こ）
・水菜（２ふさ）
・たまご（１つ）
・ご飯（お茶碗１はい）
・キムチの素（大さじ１）
・水（200mlくらい）
・めんつゆ（大さじ１）※なくても良い

《道具・食器》
・小さめのナベ
・大きめのおわん
・さいばし
・大さじ
・軽量カップ

《作り方》
・ 水菜を洗い、５cm幅くらいに切って
おく
・厚揚げを、４等分くらいに切っておく
・ ナベに、水（200ml）・キムチの素（大
さじ１）・めんつゆ（大さじ１）を入
れ火にかけてふっとうさせる
・ふっとうしたら、豚肉を入れる
・ 豚肉の色がすぐに変わってくるので、
厚揚げを加える
・卵を割って入れる
・ 卵がかたまってくるまで、少し待つ
（堅さはお好みで）
（この間に、大きめのおわんにご飯を入
れておく）
・ 卵が好みの堅さになってきたら、水菜
を入れる
・火をとめる
・ご飯の上に、全部のせる

る
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な

っ
た
り
、
二
つ
以
上
の

こ
と
が
重
な
る
と
理
解

で
き
な
く
な
っ
た
り
、

新
し
い
道
具
や
機
械
の

使
い
方
が
分
か
ら
な
く

な
る
「
理
解
・
判
断
力

の
障
害
」
や
、
物
事
を

順
序
良
く
進
め
る
能
力

が
低
下
す
る
「
実
行
機

能
障
害
」（
料
理
の
手

順
が
分
か
ら
な
く
な

る
）
等
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
を
「
脳
の
病

気
」
と
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
か
と
分
か
っ
て

も
ら
え
た
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
こ
と
が
認
知

症
の
方
と
接
す
る
と
き

の
大
切
な
知
識
の
一
つ

に
な
り
ま
す
。
次
回

は
、
も
う
一
つ
の
症
状

「
周
辺
症
状
」
を
説
明

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

り
ま
す
。
認
知
症
に
な

る
と
、
新
し
い
こ
と
は

覚
え
に
く
い
こ
と
が
多

い
か
ら
で
す
。
こ
の
こ

と
を
知
っ
て
い
る
と
、

認
知
症
の
方
か
ら
同
じ

こ
と
を
聞
か
れ
て
も
、

対
応
す
る
方
は
「
認
知

症
は
脳
の
病
気
。
だ
か

ら
新
し
い
も
の
は
覚
え

に
く
い
の
か
な
？
も
う

一
度
同
じ
こ
と
を
言
お

う
」
思
え
る
か
ら
で

す
。
知
ら
な
け
れ
ば
、

「
何
回
同
じ
事
言
わ
せ

る
の
」
と
言
っ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
で
は
、
認
知

症
の
方
の
自
尊
心
を
傷

つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
他
に
は
、
時
間

や
月
日
・
場
所
・
人
が

分
か
ら
な
く
な
る
「
見

当
識
障
害
」
や
、
考
え

「
脳
の
病
気
」
な
の
で

す
。

　

こ
の
脳
の
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
い
起
こ
る
症

状
の
こ
と
を
「
中
核
症

状
」
と
呼
び
ま
す
。
こ

の
中
核
症
状
は
脳
が
死

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
た

め
治
り
ま
せ
ん
が
、
皆

さ
ん
に
は
こ
の
症
状
を

知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

誤
っ
て
本
人
を

誤
っ
て
本
人
を

傷
つ
け
る
こ
と
も

傷
つ
け
る
こ
と
も

　

な
ぜ
な
ら
、
中
核
症

状
の
一
つ
に
「
記
憶
障

害
」
と
い
う
も
の
が
あ

ん
で
い
く
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
と
、
脳

梗
塞
や
脳
出
血
等
の
病

気
で
脳
の
一
部
分
の
細

胞
が
死
ん
で
し
ま
う
脳

血
管
性
認
知
症
等
が
あ

り
ま
す
。

　

脳
は
記
憶
・
感
情
・

思
考
・
感
覚
・
体
全
体

の
調
節
に
至
る
ほ
と
ん

ど
の
働
き
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
る
の
で
、

脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し

ま
う
と
、
様
々
な
障
害

が
起
こ
り
、
生
活
す
る

う
え
で
支
障
が
出
て
し

ま
う
の
で
す
。
つ
ま
り

認
知
症
と
い
う
の
は

　

前
回
は
、
認
知
症
に

な
ら
な
い
た
め
の
認
知

症
予
防
の
こ
と
を
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
は
、「
認
知

症
と
は
何
か
？
」
と
い

う
こ
と
と
、
認
知
症
の

症
状
に
は
、「
中
核
症

状
」
と
「
周
辺
症
状
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
の

で
、「
中
核
症
状
」
の

こ
と
に
つ
い
て
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
認
知
症
に
な

る
原
因
は
、
様
々
な
原

因
が
あ
る
の
で
す
が
、

一
般
的
な
も
の
は
、
脳

の
細
胞
が
ゆ
っ
く
り
死

つ
な
が
る
認
知
症
ケ
ア―

 

②

覚
え
ら
れ
な
く
な
る
理わ

由け

精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー　

北
田　

最
映

夏でもパクパク食が進む♪

顔顔
笑笑

一日看護体験一日看護体験

募集！募集！

内容： 病棟での看護体験（血圧
測定、手浴、足浴など）

　　　 進路の説明、看護学生と
の交流会など

対象： おもに看護師をめざす高
校生・社会人

地域で密着した在宅看護をしませんか？
訪問看護スタッフ同時募集
未経験者でも大丈夫です★

問合せは𠮷田病院看護部長室まで

一般科・精神科病棟一般科・精神科病棟

看護師さん大募集！看護師さん大募集！

～精神科病棟リニューアルにむけて～～精神科病棟リニューアルにむけて～

７月25日（月）　７月29日（金）
８月１日（月）　８月29日（月）

８：45～16：00
𠮷田病院会議室

法
人
理
念
と
基
本
方
針
を
徹
底
さ
せ
ま
す

○ 

人
権
を
守
る
無
差
別
・

平
等
の
医
療
・
福
祉
の

実
現

○ 

安
全
・
安
心
、
信
頼
の

医
療
・
介
護
の
実
現

○ 

安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進

　

こ
の
理
念
を
実
現
す
る

た
め
、
平
和
会
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
発
展
さ
せ
、
地

域
の
医
療
機
関
、
福
祉
施

設
と
の
連
携
を
強
め
る
と

と
も
に
、
友
の
会
と
力
を

合
わ
せ
て
、
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
運
動
を
進
め
ま
す
。

受
療
権
と
患
者
・
利
用
者

の
権
利
を
守
る
切
れ
目
の

な
い
医
療
と
介
護
を
実
践

し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
保
障

す
る
平
和
会
の
安
定
的
な

経
営
構
造
を
実
現
し
ま

す
。

重
点
課
題

・ 

新
精
神
病
棟
に
向
け
た
医
療
活
動
の
前

進
、
強
化
に
取
り
組
み
ま
す

・ 

一
般
病
棟
の
地
域
に
お
け
る
役
割
の
明
確

化
に
取
り
組
み
ま
す

・ 

各
診
療
科
の
重
点
課
題
・
方
針
に
基
づ
く

活
動
を
前
進
さ
せ
ま
す

・ 
認
知
症
疾
患
へ
の
取
り

組
み
を
総
合
的
に
前
進

さ
せ
ま
す
。

・ 

介
護
保
険
の
見
直
し
、
新
し
い
高
齢
者
医

療
制
度
に
向
け
た
改
善
運
動

・ 

地
域
の
な
か
で
の
医
療
・
介

護
の
連
携
を
強
め
ま
す

①  「
吉
田
病
院
整
備
事
業
２
０
１
１
」
計

画
の
推
進
と
実
践
に
取
り
組
み
ま
す

②  

医
師
・
看
護
師
の
確
保
と
育
成
に
成
果

を
あ
げ
、
事
業
活
動
発
展
の
保
証
を
前

進
さ
せ
ま
す
。

③  

２
０
１
２
年
医
療
・
介
護
同
時
改
定
に

向
け
て
「
た
た
か
い
と
対
応
」
を
す
す

め
ま
す
。

④  

大
規
模
投
資
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
強

化
、全
事
業
所
、全
部
門
で
経
営
改
善
を

前
進
さ
せ
ま
す
。

関
係
者
は
強
く
反
対
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
復
興
財
源
の
名

で
増
税
を
追
認
す
る
内
容

で
、
消
費
税
増
税
と
一
体

の
社
会
保
障
改
悪
に
つ
な

が
り
ま
す
。
国
会
の
参
考

人
質
疑
で
の
「
増
税
で

は
、
被
災
地
以
外
も
め
ち

と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

心
の
ケ
ア
支
援
で
は
、
避

難
所
生
活
に
対
応
で
き
ず

に
精
神
症
状
が
悪
化
す
る

方
、
保
健
所
も
被
災
し
、

今
後
拡
大
が
予
想
さ
れ
る

こ
こ
ろ
の
問
題
に
、
被
災

地
で
医
師
は
特
に
不
足
し

て
い
る
状
況
が
鮮
明
に
な

り
ま
し
た
。

被
災
者
置
き
去
り

の
基
本
法
と
、
増

税
容
認
の
危
険

　

一
方
で
、
こ
の
混
乱
の

中
で
６
月
20
日
に
成
立
し

た
「
復
興
基
本
法
」
の
本

体
は
、
被
災
地
の
農
林
水

産
業
の
切
捨
て
に
つ
な
が

る
「
新
成
長
戦
略
」
で

す
。「
特
区
」
を
作
り
農

業
・
漁
業
を
大
規
模
集
約

化
、
大
企
業
参
入
の
た
め

の
規
制
緩
和
が
優
先
さ
れ

ま
す
。
被
災
者
の
生
活
再

建
は
置
き
ざ
り
と
、
漁
協

ま
し
た
。

　

三
木
副

院
長
か
ら

は
「
復
興

に
は
、
漁

業
な
ど
生

業
が
続
け

ら
れ
る
た

め
の
、
行

政
の
細
や

か
な
支
援

が
必
要
」

名
、
さ
ら
に
薬
剤
師
会
を

通
じ
た
支
援
、「
じ
っ
と

し
て
い
ら
れ
な
い
」
と
単

独
で
民
医
連
の
支
援
に
参

加
す
る
な
ど
、
支
援
参
加

が
続
き
ま
し
た
。

　

６
月
に
は
近
畿
の
民
医

連
ど
う
し
が
計
画
し
た
、

ヘ
ド
ロ
除
去
な
ど
「
生
活

復
興
支
援
」
に
も
参
加
し

　

前
号
で
お
伝
え
し
た
東

日
本
大
震
災
へ
の
支
援

は
、
ひ
き
続
き
、
奈
良
県

医
師
会
チ
ー
ム
と
し
て
南

三
陸
町
支
援
（
５
月
８
日

〜
11
日
）
に
永
松
院
長
、

三
木
副
院
長
は
じ
め
５
名

が
、「
心
の
ケ
ア
チ
ー
ム

第
二
陣
」（
同
11
日
〜
15

日
）
に
植
原
医
師
ら
３

医療支援、避難所・地域訪問活動
 ヘドロの除去へ

水
道
、
ガ
ス
が
こ
な
い

避
難
所
で

西
原　

紳
一

𠮷
田
病
院
副
総
師
長

北
１
病
棟
師
長

⑤  

友
の
会
の
拡
大
・
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
・ 

１
０
０
０
人
の
新
し
い
会
員
増
や
し
、
一

回
り
大
き
く
、
元
気
な
友
の
会
へ
前
進
を

め
ざ
し
ま
す
。

ゃ
く
ち
ゃ
に
。
是
が
非
で

も
や
め
て
」（
藤
井
聡
京

都
大
教
授
）
の
意
見
通

り
、
国
民
生
活
を
破
壊
し

て
復
興
は
あ
り
え
ま
せ

ん
。

　

福
島
第
一
原
発
４
基
が

制
御
不
能
、
緊
急
事
態
宣

言
が
継
続
中
で
す
。
政
府

が
事
故
解
決
に
全
力
を
注

ぎ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

転
換
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

　

な
お
、
節
電
で
冷
房
を

控
え
す
ぎ
、
熱
中
症
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意

下
さ
い
！

医療法人平和会医療法人平和会
2011年度事業計画2011年度事業計画

（抜粋）（抜粋）


